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　自遊塾の県民教授会には、総括、広報、交流･研修、出前･庶務、の４部会があります。

この度、「交流･研修部会」の交流会が開催されましたので、報告します。

例えば、「富山の名水探訪」（県民教授 岡岸喜義）では塾生OB約70名でNPO法人「富山の名水

を守る会」を設立し活動していること（今年度の生涯学習団体表彰受賞）や、「さわやかな空の

平日開催（夕方集合）ということもあり、参加者は12名（うち宿泊10名）と多くありませんでしたが、

初対面の県民教授もあり自己紹介や、各講座の特徴など話し合うなかで懇親を深めました。

今回交流会でも「自遊塾」の特徴として語られたのは、県民教授と塾生の親密さでした。

（文責：澤田隆彰）

自遊塾発足当時のように”塾生も含めた交流会”があれば良い、との意見も出されました。

下で歌いましょう」（県民教授 重松秀子）では塾生が役割分担を自主的に決めるなど活発な
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部会報告
　　自遊塾「交流･研修部会」の交流会開催される

平成30年10月11日～12日 場所 コマツ氷見海浜クラブ

今回の交流会は、高岡地区主催で一泊の宿泊交流会。

活動で50名を超える塾生が集まる、などです。

また、県民教授を目指したときの原点を語る言葉に大いに共感し、各自取り組みへの思いを新たに

しました。普段は聞くことがない県民教授のさまざまな取り組みに学ぶ良い機会となりました。

なお、砺波地区の交流会は７月開催済みです。この後は、富山、新川地区の交流会実現を期待します。


